
プログラム

費用、参加申込等

私たちUMS(浦安道徳教育セミナー)は、道徳教育について学び合い、実践し合い、高め合うことを
目指している研究会です。今回は、会員でない方にも広く参加していただける形で研究会を企画し
ました。

本会が大切にしているのは、道徳科の授業で用いる教材分析です。例会では、一つの教材をめ
ぐって参加者それぞれが疑問や気付き、子どもが引っかかりそうなことなどを話し合うことをきっかけ
に協議が始まります。そして、この教材で何が子どもにとって新しい気付きになるのか、発問や展開は
どうするのかということを話し合っていきます。はじめは扱いにくいと思っていた教材が、例会が終わ
るころには、すぐにでも授業がしたくなっている…。そんなことも少なくありません。

しかし、日々の仕事の中でこのようにじっくりと教材研究の時間を取れないという声も聞かれます。
また、教材研究の仕方がわからないという悩みを耳にすることもあります。そこで今回は、教材分析
の意義について講師の先生に伺ったり、協同で教材分析を行ったりするプログラムを組みました。2
日間の研究会を通して、教材分析の大切さや愉しさが実感できる。そんな研究会を目指しています。
ぜひ、ご参加ください。

UMS 代表 吉田恵美子（浦安市公立小学校）
講師紹介

ＵＭＳ（浦安道徳教育セミナー）
２０２４年冬 研究会

研究会テーマ 「いま、なぜ教材分析が大切なのか」

12月21日（土）・22日（日） 会場：ホテルポートプラザちば（千葉市）

◆参加形態、費用、定員
A 2日間参加、宿泊有り

… シングル9,340円 ツイン（２名利用の場合1人8,725円 １名利用の場合11,270円）

B 2日間参加、宿泊なし … 無料
C 21日のみ参加 … 無料
D 22日のみ参加 … 無料

・いずれの参加形態も、懇親会参加の方は別途当日のお支払い（6,000円を予定）です。
・宿泊費についてはご所属の公立学校共済組合の補助を利用可能です。
・駐車場は、宿泊の有無にかかわらず無料で使用できます。施設内で処理が必要です。
・定員は、宿泊参加（A）は先着25名、宿泊なし参加（B～D）は先着55名です。
・キャンセル料については、利用施設の規定により、以下の通りになります。

２日前のご連絡…20％、 当日のご連絡…80％ 連絡なしの場合…100％
※万が一キャンセルされる場合は、お手数ですが会場ホテルとUMS事務局両方への

ご連絡をお願いします。
◆参加申込

下記リンクまたは右のQRコードからお申し込みください。
https://forms.gle/TFsABQJiFBjGrq5Z6

締切：11月30日（土）午前10時 または 定員に達し次第

12月21日(土)13：00～17：00
12：30～12：55 受付
13：00～14：50 道徳科教材分析①東京書籍 新教材「どうすればいいんだ」（小５ 公正、公平、社会正義）

本会が大切にしている教材分析を協同で行います。まずは素朴な疑問や感想を交流する中から、ねらいや

話し合いの論点を明らかにしていきます。扱う素材として、今回の教科書改訂で加わった新教材を選びまし
た。新たな教材をどう授業するのか、そんな悩みの一助となることもねらっています。

15：00～17：00 講義・演習「子どもの問いが立つ授業」服部敬一先生
このプログラムでは前半に服部敬一先生から「子どもの問いが立つ授業」というテーマでお話をいただき

ます。私たち教員は授業で子どもの主体性が発揮されることを目指しますが、ただ教材を与えるだけではそ
れは実現しません。子どもの問いが立つとはどういうことなのか、それはなぜ大切なのかについて学びましょ
う。その後、教科書教材をもとに子どもの問いが立つ発問を考え、協議する演習を予定しております。

17：15～ 宿泊者チェックイン
18：00～ 懇親会

服部 敬一先生

大阪成蹊大学教授。「その教材の特質を
生かしてどのように授業を展開すると子
どもの気づきにつながるか」ということを、
いつも私たちとともに考えてくださってい
ます。『小学校 1時間で達成できる具体
的なねらいからつくる道徳の授業』明治
図書（2020）など、著書多数。

広中 忠昭先生

前・麗澤大学大学院客員教授。元千葉
県公立小学校長。例会の中でいつも教
材分析が深まる視点を投げかけてくだ
さっています。『初めて本気で取り組む先
生のための絶対成功する! 特別の教科 
道徳の授業づくりチャレンジ 高学年』明
治図書（2015）など、著書多数。

12月22日(日)9：00～12：15
 8：30～ 8：55 ２日目のみ参加の方の受付
 9：00～ 9：45 研究発表「自己の生き方についての考えを深める道徳科の授業の考察」

田中大輔先生（浦安市公立中学校）
長期研修生として大学院で研究をされた田中大輔先生による研究発表です。

 9：45～10：15 実践発表「教材分析を大切にした授業実践」橋本有華先生（浦安市公立小学校）
教科書教材「ぼくのはなさいたけど」（東京書籍・小１）を用いた授業実践発表です。教材分析を大切

にして授業を行うとどんなよさや機能があったのか、実際の授業をもとに報告します。
10：15～10：30 講評 広中忠昭先生

広中忠昭先生より、2つの発表に対する講評をいただきます。
10：45～12：00 道徳科教材分析②日本文教出版 新教材「やさしさのバトン」（小３ 親切、思いやり）

教材分析の２本目です。こちらも新教材を選びました。ここまでのプログラムでの学びをもとに教材を読む
と、きっと新たな気づきがあるかと思います。それをもとに協議し、1月からの授業に生かして行きましょう。

12：00～12：15 諸連絡・閉会

お問い合わせ
協力：公益財団法人 上廣倫理財団
後援：浦安市教育委員会、千葉市教育委員会

UMS 代表 吉田恵美子（浦安市公立小学校） メールアドレス： eyoshida0217@gmail.com

本研究会についてのお問い合わせは、会場ではなく、代表吉田までお願いいたします。

https://forms.gle/TFsABQJiFBjGrq5Z6
mailto:eyoshida0217@gmail.com
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